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スルフォニル尿素系薬（SU）は、膵β細胞からのインスリン

分泌を強力に誘導する経口血糖降下薬であり、メトホルミンとと

もに世界中で最も多く処方されている２型糖尿病治療薬です。一

方で、慢性的なSUによる治療はその効果が消失する二次無効を

引き起こすことが知られています。SU薬の二次無効は膵β細胞

の「疲弊」として説明されることが多いですが、実際には膵β細

胞内ではいったい何が起こっているのでしょうか？

本セミナーでは、SU薬二次無効が起こる分子メカニズムにつ

いて、これまでの我々の知見をもとに概説したいと考えています。

お問合せ先：金沢大学新学術創成研究機構
革新的統合バイオ研究コア 栄養・代謝研究ユニット 井上啓 内線82-2840


